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「 
領 

り
ょ
う 

家 
」は
川
上
町
の
大
字
地
名

け

の
一
つ
で
、成
羽
川
と
そ
の
支
流
で

あ
る
領
家
川
が
合
流
す
る
地
点
か
ら

領
家
川
に
沿
っ
て
南
に
さ
か
の
ぼ
っ

た
両
岸
一
帯
に
当
た
る
地
域
で
、領

家
川
が
成
羽
川
に
合
流
す
る
対
岸
に

は 
吉  
木 
、合
流
す
る
付
近
に
は
一
の

よ
し 

ぎ

谷
、西
川
合
、東
町
、そ
の
南
に
郷
、 

 
数 （
拙
稿「
地
名
を
あ
る
く
」十
一 

す数
・
参
照
） 尾  
頃 
、 乗  
元 
、 古  
川 
、八
幡
、

お 

ご
ろ 

の
り 
も
と 

こ 

が
わ

朝
日
な
ど
の
集
落
が
領
家
川
の
段
丘

面
や
山
間
の
く
ぼ
、谷
の
斜
面
に
点

在
し
て
い
ま
す
。南
に
は
地
頭（
拙
稿

「
地
名
を
あ
る
く
」十
九
地
頭
・
参
照
）

や 
三  
沢 
、西
に
は
七
地
が
あ
り
ま
す
。

み 

さ
わ

　

領
家
川
と
成
羽
川
が
合
流
す
る
付

近
は
古
く
か
ら
街
道
の
分
岐
点
と
し

て
、ま
た
出
口
集
落
と
し
て 
市 
も
た

い
ち

ち
栄
え
て
い
た
川
合
や
東
町
が
あ
り

ま
す
。対
岸
の
吉
木
は
以
前
、西
川
合

と
渡
し
舟
で
結
ば
れ
て
い
て
船
頭
も

い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。今
も
成
羽
―

田
原
―
坂
本
の
吉
岡
鉱
山
を
結
ぶ
馬

ト
ロ
運
送
の「
ト
ロ
ッ
コ
道
」が
残
っ

て
い
ま
す
。西
川
合
に
は
高
瀬
舟
の

船
着
場
が
あ
っ
て
道
筋
に
は「 
大  
土 

お
お 
つ
ち

 
御  
祖  
神 
」と
自
然
石
に
刻
ま
れ
た
珍

ご 

そ 

じ
ん

し
い
地
神
塔
と
以
前
港
に
あ
っ
た
と

い
わ
れ
る
文
政
五
年（
一
八
二
二
）の

金
毘
羅
宮
常
夜
灯
が
立
っ
て
い
て
川

 
湊 
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

み
な
と

　

「
領
家
」は
南
の「
地
頭
」と
同
じ
く

 
手 

て
の 
荘 
と
い
う
中
世
の
荘
園
に
か
か
わ

し
ょ
う

る
地
名
な
の
で
す
が
、当
時
の
詳
し

い
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、室
町

時
代
中
期
以
降
は
京
都 
相 

し
ょ
う 

国  
寺 （
臨

こ
く 

じ

済
宗
）の
荘
園
だ
っ
た
こ
と
が
史
料

か
ら
分
か
っ
て
い
ま
す（「 
蔭 

い
ん 

涼 
り
ょ
う 

軒 
け
ん

 
日  
録 
・
長
享
元
年（
一
四
八
七
）十
月

に
ち 
ろ
く

二
十
六
日
条
」＝「
川
上
町
史
」）。い

つ
の
時
か
、手
荘
と
い
う
荘
園
を
支

配
し
て
い
た
領
主（
本
所
・
本
家
・
領

家
）の
と
こ
ろ
へ
鎌
倉
時
代
に
な
っ

て
御
家
人（
将
軍
と
主
従
関
係
を
結

ん
だ
武
士
）が
地
頭
と
し
て
進
出
し

て
く
る
と
、領
家
側
と
地
頭
側
の
領

地
争
い
が
起
こ
り
、土
地（ 
下  
地 
）を

し
た 

じ

領
家
方
と
地
頭
方
に
分
割（ 
下  
地 

し
た 

じ 
中 

ち
ゅ
う

 
分 
）し
、決
着
を
図
る
方
法
が
行
わ
れ

ぶ
んま

し
た
。「
領
家
」の
地
名
は
そ
の
名

残
り
の
地
名
で
、す
な
わ
ち
歴
史
地

名
な
の
で
す
。現
在
、当
時
地
域
の
中

心
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
乗
元
地
区
に

は 
公  
文 （
九
門
・
久
門
）と
い
う
土
地

く 

も
ん

名
が
見
ら
れ
、南
向
き
の
斜
面
に
は

公
文
屋
敷
と
い
わ
れ
る
場
所
や
古
墳

（
六
・
七
世
紀
の
円
墳
）が
あ
っ
て
荘

園
時
代
の
荘
官
が
帳
簿
の
記
帳
管
理

す
る
政
庁
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
思
わ

せ
る
地
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
で

す
。

　

近
世
は
領
家
村
で
し
た「
領
家
村

 
岡  
吉 
八
幡
宮
御
当
文
之
事
」（「
武
田

お
か 
よ
し

顕
吾
家
蔵
文
書
」＝「
川
上
町
史
」）と

し
て「
弘
治
三
年（
一
五
五
七
）領
家

村 

と
く
せ
ん 
名 
」な
ど
と
書
か
れ

み
ょ
う

「
天
正
六
年（
一
五
七
八
）神
主　

四

郎
太
夫
」と
記
録
が
見
え
て
い
ま
す
。

文
書
に
出
て
い
る
岡
吉
八
幡
宮
は
現

在
の
惣
社
八
幡
宮
の
こ
と
で
、中
世

に
は
領
家
川
の
近
く
の
岡
吉
に
祭
ら

れ
、領
家
方
の 
産  
土  
神 
だ
っ
た
ら
し

う
ぶ 
す
な 
が
み

く
、永
享
九
年（
一
四
三
七
）洪
水
の

被
害
に
遭
っ
て
現
在
地
に
遷
宮
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。本
殿
は
三

間
社
流
れ
造
り
で
彩
色
さ
れ
た
江
戸

時
代
の
彫
刻
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で

す
。

　

近
世
の「
領
家
」は
、毛
利
氏
の
支

配
か
ら
幕
府
領
―
岡
氏
領
―
幕
府
領

（
小
堀
氏
）―
成
羽
藩
領（
山
崎
氏
）―

松
山
藩
領（
池
田
氏
）―
成
羽
藩
領

（
水
谷
氏
）―
幕
府
領（
米
倉
氏
）―
津

山
藩
領
―
幕
府
領
―
福
山
藩
領
と
支

配
が
移
り
変
わ
り
明
治
を
迎
え
て
い

ま
す
。村
高
は
正
保
郷
帳
で
は
三
三

八
石
余
、天
保
郷
帳
で
は
三
二
五
石

余
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
領
家
」の
歴
史
を
知
る
た
め
に
は

「
領
家
」と「
地
頭
」そ
れ
ぞ
れ
の
八
幡

宮
の
信
仰
の
範
囲（
地
域
）に
つ
い
て

研
究
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、中

世
の
歴
史
が
一
層
詳
し
く
な
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

四
十
八　
　

領　

家

領家川から見た乗元付近

し
わ
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高梁中央図書館

成 羽 図 書 館 ��２５８９

移動図書館 「 うぐいす号 」

市営星原住宅→ファミリーハイツ星原
→鶴鳴保育園→市営栄町住宅→雇用促
進住宅→黒川商店（日名地区）→枝中央
地区→成美保育園

午　前
9：00～12：00

老人ホーム成羽川荘→成羽・山本地区
→小泉・東地区→布寄小学校→中野・迫
地区→吹屋小学校→向井商店（坂本地
区）→田原保育園 

午　後
１３：00～1６：00

��２９１２開館時間

　果てしない山越え、吹雪の
峠越え、宿を襲った竜巻…。超
多忙なサラリーマンたちが、仕
事の荒波にもみくちゃにされ
ながら、四国八十八カ所の札
所をママチャリで走り切る！「サ
ラリーマン転覆隊」による筋肉
痛ドキュメント。

移動図書館

ちいさいこのへやちいさいこのへや　図書館２階 １４：３０から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

１４：４５～１５：３０

１６：２０～１６：５０

有漢生涯学習センター前

落合雇用促進住宅高梁宿舎前18 日�

１４：１５～１５：１５

１５：４５～１６：４５

川上児童館前

備中地域局前２０日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

玉川地域市民センター前

落合地域市民センター前

中国電力社宅前

松原地域市民センター前

２１日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１３：３０

１４：００～１４：３０

津川地域市民センター前

高倉地域市民センター前

川面地域市民センター前
２５ 日�

１０：３０～１１：００

１３：００～１３：３０

１４：３０～１５：００

１６：００～１６：３０

巨瀬地域市民センター前

中井地域市民センター前

宇治地域市民センター前

落合中二公会堂前

２８ 日�

一般書

ママチャリお遍路１２００KM
本田亮：著
小学館

11 日（火），25日（火）

　なぜシマウマのからだに
は、しま模様があるの？なぜ
クジラは潮を吹くの？いろ
んな動物の不思議にユーモ
アたっぷりに答える、想像力
がふくらむなぞなぞ絵本。巻
末に、絵本に登場する動物の
知識をまとめた子ども向け
の解説付き。

児童書

シマウマしましまなぜあるの？
リラ・プラップ：作、松田素子：訳
アノニマ・スタジオ

9：00～ 17：00

おりがみあそび「かき」１日�
ビデオ「アリババのぼうけん」

おはなし会（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）
８日�

えほんのよみきかせ
「ぜったいわけてあげないからね」

１５日�

かみしばい「じごくのそうべえ」２２日�

きりがみあそび「キャッチけん玉」２９日�

開館時間 9：00～ 17：00

一般書

折り返し点１９９７～２００８
宮崎駿：著
岩波書店

　「もののけ姫」「千と千尋の

神隠し」「ハウルの動く城」

から「崖の上のポニョ」まで

の企画書、エッセイ、インタ

ビュー、対談、講演、直筆の

手紙など６０本余りを一挙収

録。宮崎駿監督の１２年間にわ

たる思想の軌跡。
毎週月曜日

����月月

休館日

休館日

毎週木曜日の午後
３日�，４日�，１０日�，１６日�，２３日�，２４日�


